
県
本
部
は
５
月

29日
か
ら

６
月
５
日
に
か
け
て
、
県
本

部
統
一
要
求
書
を
各
単
組
で

提
出
、
県
市
長
会
・
県
町
村

会
へ
の
要
求
提
出
を
皮
切
り

に
と
り
く
み
ま
し
た
。
（
文

責
・
県
本
部
）
。

【
Ａ
水
道
】
部
長
「
技
術
職

の
確
保
が
困
難
。
技
術
職
に

限
っ
て
初
任
給
を
上
げ
る
こ

と
は
で
き
な
い
の
か
」
「
技

術
職
の
キ
ャ
リ
ア
や
資
格
に

対
す
る
処
遇
改
善
が
必
要
で

は
な
い
か
」
【
Ｂ
市
】
勤
務

時
間
管
理
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
は

今
年
度
検
討
中
で
予
算
が
通

れ
ば
実
施
。
定
年
引
上
げ
と

の
関
係
で
再
任
用
の
処
遇
は

今
年
度
見
直
し
て
級
が
上
が
っ

た
。
【
Ｃ
町
】
賃
金
改
善
等

で
物
価
高
騰
の
話
が
あ
っ
た

が
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
町
財
政

も
圧
迫
さ
れ
て
お
り
、
改
善

は
難
し
い
。
夏
期
休
暇
の
５

日
、
取
得
期
間
の
延
長
は
前

向
き
に
検
討
す
る
。
若
い
職

員
は
男
性
育
休
取
得
が
当
た

り
前
の
感
覚
、
気
後
れ
し
な

い
取
得
へ
町
と
し
て
運
営
し

た
い
。
【
愛
媛
県
】
「
男
性

育
休
取
得
１
０
０
％
を
め
ざ

す
」
と
知
事
が
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
出
し
て
お
り
、
取
れ
る
よ

う
に
す
る
。
再
任
用
の
係
長

以
上
の
職
に
就
く
者
は
４
級

を
適
用
し
５
級
ま
で
運
用
を

検
討
。
【
Ｄ
市
】
要
求
の
多

く
は
達
成
で
き
て
い
る
。
会

計
年
度
任
用
職
員
の
勤
勉
手

当
は
通
知
が
あ
っ
た
。
支
給

に
は
評
価
制
度
の
導
入
が
必

要
か
と
思
う
。
【
Ｅ
市
】
初

任
給
を
改
善
で
き
る
と
こ
ろ

は
何
と
か
し
て
い
き
た
い
が
、

財
源
が
不
足
し
て
お
り
、
足

か
せ
と
な
っ
て
い
る
。
【
Ｆ

市
】
原
則
国
準
拠
で
考
え
て

い
る
。
介
護
職
員
を
中
心
と

し
た
福
祉
職
が
多
く
、
事
務

組
合
独
自
の
福
祉
職
給
料
表

（
国
公
と
同
じ
）
を
導
入
し

て
い
る
。
【
Ｇ
社
協
】
定
年

引
上
げ
で
は
「

65歳
（
段
階

措
置
な
し
）
」
に
引
き
上
げ

た
。
役
職
定
年
制
は
導
入
す

る
が
、

60歳
を
超
え
て
か
ら

の
給
与
７
割
水
準
の
導
入
は

な
い
。
【
Ｈ
町
】
初
任
給
引

上
げ
と
そ
れ
に
伴
う
在
職
者

調
整
を
昨
年
度
１
号
、
今
年

度
３
号
の
計
４
号
実
施
す
る
。

ま
た
、
同
時
に
会
計
年
度
任

用
職
員
も
同
様
の
改
善
を
行

う
。
【
Ｉ
病
院
】
賃
金
は
市

に
準
じ
て
お
り
、
独
自
改
善

は
難
し
い
。
コ
ロ
ナ
５
類
に

移
行
後
、
手
当
は
廃
止
す
る

が
、
特
休
は
従
前
の
対
応
を

継
続
。
【
Ｊ
市
】
ラ
ス
指
数

の
低
さ
は
課
題
と
し
て
認
識
。

財
源
問
題
も
あ
る
。
採
用
し

て
も
、
想
定
以
上
の
退
職
者

が
出
て
お
り
、
単
年
度
だ
け

の
現
象
か
分
析
し
な
が
ら
対

応
を
考
え
て
い
る
。
【
Ｋ
市
】

初
任
給
改
善
を
前
向
き
に
検

討
中
。
非
常
勤
特
別
職
の
給

与
改
定
を
上
程
し
て
お
り
、

こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
会
計
年

度
任
用
職
員
の
初
任
給
の
見

直
し
を
予
定
。
【
Ｌ
市
】
正

規
職
員
は
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
管
理

を
行
っ
て
い
る
が
、
会
計
年

度
任
用
職
員
に
つ
い
て
も
同

様
の
管
理
を
考
え
て
い
る
。

時
間
外
上
限
規
制
及
び
手
当

の
支
給
に
つ
い
て
は
、
適
正

な
管
理
に
努
め
た
い
。
夏
期

休
暇
５
日
の
実
施
に
向
け
て

検
討
中
。
会
計
年
度
任
用
職

員
の
今
年
度
賃
金
見
直
し
を

考
え
て
い
る
。
Ｒ
５
年
度
に

一
定
の
公
募
を
行
っ
た
が
、

募
集
が
予
想
よ
り
か
な
り
少

な
か
っ
た
。
条
件
を
改
善
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

６月13日「西予市

立病院などを守る会」

は２カ月間集め、５

月末集約の署名用紙

5,331筆（うち市内

分4,533筆）を提出

（以降集まっている

署名は5,916筆〔う

ち市内4,885筆〕）。

市は医療介護部長が受け取りました。

「守る会」は市長が対応しないことを踏まえて、

主な質問や要望をまとめた「申し入れ書」を作り、

医療介護部長と医療対策室長に説明・懇談を行い、

正式な回答を求めました。

提出後、新聞３社、テレビ４社を前に記者会見し、

「守る会」として、どんなことに危機感や疑問を感

じているかを説明しました。

（１） 第５５７号

自 治 労 連 愛 媛 ２０２３年 ６月２０日

第 ５５７ 号

日 程

【６月】

24 愛媛県支部共済学校

自治労連四国ブロック将

棋大会（四国中央）

次世代育成休暇学習会

自治労連社会保障集会

25 えひめ母親大会（松前）

26 宇和島病院労組定期大会

（書面）・執行委員会

28 西予市職労定期大会

中予総支部定期総会

伊予市職労組合カレッジ

30 自治労連拡大全国代表者

会議（神奈川～7/1）

【７月】

２ 平和行進四国コース終結

（高知県境）

自治労連青年部Excel学

習会（web）

６ 内子町職定期大会

８ 原水爆禁止四国大会

（えひめ共済会館～９）

14 自治労連全国将棋大会

（東京～15）

15 県本部第82回定期大会

全国青年うたごえ祭典in

えひめ（松山市民会館～17）

５月20日、今治市波方球場で「県本部野球大

会」を開催し、松山市職労と西予市職労の２チー

ムが参加。両チームともベンチ入りメンバーほ

ぼ全員がプレー参加し、グラウンド整備も両チー

ムが気持ちよく協力するなど、組合員・単組の

親睦と交流の目的にそった大会となりました。

松山と西予の２チームが、10月高知県内開催予

定の「自治労連四国ブロック野球大会」への出

場権を得ました。

松山 ４ ０ ０ ０ ２ １ ０ ７

西予 ０ １ ０ ０ ０ ０ １ ２

１．賃金底上げ、初任給改善、諸手当改善

物価上昇率以上の賃上げ、民間下回る初任給・最賃が迫る高卒初任給引上げ、諸手当改善、ケア処遇改善の適用。

２．大幅人員増、労働時間管理、長時間労働是正、休暇改善

勤務時間の客観的把握・管理、上限管理、「週休日の振替」「休日の代休」の適正実施、夏期休暇日数を５日に。

３．子育て・疾病治療などの両立支援

育休取得しやすい環境整備、育休取得者の代替正規採用、「短時間勤務」「病気休暇の時間単位取得」などの充実、

出産補助・看護休暇の対象を孫にも拡大、コロナ５類移行後も特別休暇対応。

４．安心して働き続けることができる職場環境

ハラスメントの防止と対応、安全衛生委員会の法定（毎月１回以上）どおりの開催。

５．雇用と年金の接続、定年引上げ

希望者全員の任用、継続的な新規採用、65歳まで働き続けられる職の在り方、再任用職員処遇引き上げ。

６．会計年度任用職員制度の処遇改善

初任給（基礎号給）及び上限（最高号給）引き上げ、期末・勤勉手当支給、病休等の有給化、再度の任用。

７．労使関係（回答、労使交渉・協議など）



コ
コ
ロ
ユ
ニ
オ
ン
（
内
子

社
協
労
組
）
は
６
月
９
日
、

第
６
回
定
期
大
会
を
開
催
し

30人
が
参
加
。
松
田
委
員
長

が
「
２
年
ぶ
り
の
リ
ア
ル
で

の
定
期
大
会
に
な
っ
た
。
コ

ロ
ナ
禍
で
で
き
な
い
活
動
も

多
か
っ
た
が
、
今
後
は
活
発

に
活
動
し
た
い
。
先
日
は
保

育
所
だ
け
で
な
く
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
の
介
護
職
員
も
組
合
に

加
入
し
て
く
れ
た
。
安
心
し

て
働
け
る
職
場
へ
団
結
を
深

め
て
い
き
た
い
」
な
ど
あ
い

さ
つ
。
新
規
加
入
組
合
員
の

紹
介
に
続
い
て
、
活
動
・
決

算
報
告
、
活
動
方
針
、
予
算

案
、
新
役
員
も
提
案
し
、
全

議
案
を
採
択
。
新
役
員
の
高

須
賀
委
員
長
は
「
み
な
さ
ん

の
チ
カ
ラ
を
借
り
て
よ
り
良

い
職
場
づ
く
り
へ
と
り
く
み

た
い
」
と
決
意
表
明
。
最
後

に
参
加
者
全
員
で
集
合
写
真

を
撮
り
ま
し
た
。

西
予
市
職
労
は
６
月

13日
、

「
女
性
部
定
期
大
会
」
を
開

催
し
、
委
任
状
含
む

61人
が

参
加
。
経
過
報
告
で
脇
本
部

長
が
「
今
年
度
、
昨
年
好
評

だ
っ
た
『
西
予
市
冬
ギ
フ
ト
』

を
行
い
、
地
元
産
品
で
市
内

事
業
所
の
支
援
に
つ
な
が
っ

た
。
ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

は
様
々
だ
っ
た
が
、
今
後
の

女
性
部
を
よ
り
良
い
も
の
に

す
る
た
め
、
引
き
続
き
検
討

し
て
い
く
。
『
保
育
ア
ン
ケ
ー

ト
』
や
『
育
児
部
分
休
業
制

度
』
を
単
組
情
報
で
利
用
を

促
す
な
ど
、
女
性
目
線
で
子

育
て
支
援
等
を
考
え
た
１
年

だ
っ
た
」
と
総
括
。
全
て
の

議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
改
選
後
、
中
井
新
部
長

が
「
女
性
部
で
何
が
で
き
る

か
考
え
、
楽
し
く
明
る
い
職

場
に
な
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

市
立
宇
和
島
病
院
労
組
は

６
月

12・

14・

16日
の
昼
・

夕
に
新
採
組
合
説
明
会
を
開

催
。
昼
は
豪
華
な
お
弁
当
、

夕
方
は
ロ
イ
ズ
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
詰
め
合
わ
せ
を
用
意
。
組

合
作
成
の
「
『
労
働
組
合
っ

て
な
に
？
』
の
組
合
説
明
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
」
を
も
と
に
、

佐
野
委
員
長
が
説
明
。
「
数

の
チ
カ
ラ
で
団
結
し
て
要
求

を
実
現
し
ま
し
ょ
う
、
組
合

に
入
っ
た
ら
、
お
得
な
共
済

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
あ
る
よ
」

と
組
合
加
入
に
つ
い
て
勧
め

ま
し
た
。
組
合
説
明
会
の
中

で
、
同
じ
部
署
の
先
輩
組
合

員
さ
ん
が
「
共
済
が
こ
ん
な

に
お
得
な
ん
て
い
い
ね
。
私

は
対
象
に
な
ら
な
い
の
？
」

と
の
声
も
出
さ
れ
、
新
採
職

員
も
興
味
を
持
っ
た
よ
う
で

し
た
。
同
じ
職
場
の
先
輩
の

声
か
け
が
い
か
に
大
切
か
を

感
じ
ま
し
た
。
今
後
も
未
加

入
者
の
方
に
組
合
加
入
を
さ

ら
に
進
め
ま
す
。

西
予
市
職
労
は
５
月

25日
、

医
療
介
護
支
部
総
会
お
よ
び

学
習
会
を
開
催
し

38人
が
参

加
。
医
療
介
護
従
事
者
に
と
っ

て
気
の
抜
け
な
い
日
々
の
中
、

直
面
し
て
い
る
民
営
化
問
題

に
対
す
る
意
思
統
一
と
地
域

医
療
振
興
協
会
の
労
働
条
件

面
を
学
習
す
る
機
会
と
す
る

た
め
に
、
４
年
ぶ
り
の
対
面

開
催
と
し
ま
し
た
。
総
会
で

は
、
大
園
支
部
長
が
「
コ
ロ

ナ
に
振
り
回
さ
れ
た
１
年
の

う
え
に
、
民
営
化
の
話
が
降
っ

て
わ
い
て
き
た
」
と
総
括
。

全
議
案
が
全
会
一
致
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
福
島
新
支
部

長
は
「
民
営
化
問
題
で
、
私

た
ち
は
大
き
な
不
安
の
中
に

い
ま
す
が
、
組
合
は
民
営
化

問
題
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
、

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
」
と

力
強
く
決
意
表
明
。
そ
の
後

の
学
習
会
で
は
、
「
地
域
医

療
振
興
協
会
の
労
働
条
件
」

に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

宇
和
島
市
職
は
５
月

26日
、

組
合
歓
迎
会
・
新
採
説
明
会

を
実
施
し
、
今
年
の
新
採
職

員
、
昨
年
加
入
の
組
合
員
、

役
員
・
書
記
な
ど

14人
が
参

加
し
ま
し
た
。
昨
年
は
コ
ロ

ナ
禍
で
あ
っ
た
た
め
、
歓
迎

会
が
実
施
で
き
な
か
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
今
年
と
あ
わ
せ

て
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

歓
迎
会
の
場
で
も
、
職
場
の

『
近
い
』
を
い
か
し
て
、
組

合
加
入
な
ど
を
呼
び
か
け
、

新
採
職
員
２
人
の
組
合
加
入

も
あ
り
ま
し
た
。

県
本
部
青
年
部
は
６
月

11

日
、
幹
事
会
を
開
催
し
５
単

組
７
人
が
参
加
。
単
組
活
動

報
告
に
続
い
て
、
９
月

16日

愛
媛
青
年
部
交
流
企
画
の
詳

細
・
準
備
に
つ
い
て
確
認
。

今
治
市
内
を
会
場
に
『
座
学
』

『
サ
イ
ク
リ
ン
グ
』
『
海
鮮

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
』
『
潮
流
体

験
』
な
ど
を
行
う
企
画
に
つ

い
て
確
認
。
７
月

22日
青
年

部
定
期
大
会
の
任
務
分
担
を

確
認
。
議
案
作
成
の
分
担
を

行
い
、
青
年
部
定
期
大
会
後

に
最
近
で
き
て
い
な
か
っ
た

「
青
年
交
流
会
」
も
予
定
と

し
ま
し
た
。
県
自
治
研
の
青

年
講
座
に
つ
い
て
は
「
現
在

の
配
属
課
ご
と
に
集
ま
っ
て
、

仕
事
の
悩
み
相
談
や
他
の
自

治
体
で
は
こ
の
仕
事
を
ど
う

し
て
る
？
を
情
報
交
換
や
共

有
し
た
い
」
と
の
意
見
が
あ

り
、
課
ご
と
に
集
ま
っ
て
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
・
交

流
メ
イ
ン
で
行
う
方
向
と
し

ま
し
た
。
そ
の
他
今
後
の
日

程
を
確
認
し
ま
し
た
。

■
今
年
は
早
く
梅
雨
入
り
。

い
つ
も
こ
の
時
期
は
、
母
と

ら
っ
き
ょ
う
と
梅
を
買
い
求

め
漬
け
る
準
備
を
し
ま
す
。

食
べ
物
に
手
間
暇
か
け
る
大

切
さ
を
感
じ
な
が
ら
毎
年
伝

授
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

（
新
居
浜
・
西
原
）

■
コ
ロ
ナ
が
５
類
に
変
わ
り
、

窓
口
か
ら
ア
ク
リ
ル
板
が
撤

去
。
見
通
し
が
良
く
な
っ
た

代
わ
り
に
こ
ん
な
に
お
客
さ

ん
と
の
距
離
近
か
っ
た
か
な

と
戸
惑
っ
て
い
ま
す
。

（
新
居
浜
・
山
本
）

■
大
雨
の
被
害
の
ニ
ュ
ー
ス

の
度
に
明
日
は
我
が
身
と
思

い
、
非
常
持
出
袋
の
中
身
を

点
検
し
て
い
ま
す
が
、
使
う

こ
と
が
な
い
の
が
一
番
で
す
。

（
愛
南
・
尾
川
）

■
第
５
５
５
号
、
ゴ
ー
ゴ
ー

ゴ
ー
！
で
縁
起
良
さ
そ
う
な

数
字
、
５
５
５
回
も
発
行
さ

れ
て
い
る
の
か
、
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
は
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
の

だ
ろ
う
、
問
題
作
る
方
も
大

変
だ
よ
な
あ
…
な
ど
と
思
い

な
が
ら
解
い
た
今
回
。
暇
な

時
に
で
も
、
問
題
を
考
え
て

み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
い
つ

か
採
用
さ
れ
ま
す
よ
う
に
。

（
新
居
浜
・
大
西
）

■
婦
人
部
新
採
歓
迎
会
で
女

性
新
採
職
員
と
交
流
。
自
分

に
も
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
時
期
が

あ
っ
た
な
あ
…
と
思
い
ま
す
。

気
が
付
け
ば
６
年
目
。
ま
だ

ま
だ
頑
張
り
ま
す
。

（
新
居
浜
・
小
野
）

■
年
度
末
忙
し
い
日
々
が
続

き
、
子
ど
も
と
触
れ
合
う
時

間
が
ほ
と
ん
ど
な
く
…
。
少

し
ず
つ
で
も
本
の
読
み
聞
か

せ
を
再
開
し
て
や
り
た
い
と

思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

（
新
居
浜
・
藤
井
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５５７号

２０２３年 ６月２０日

■
５
５
５
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
オ
ズ
ノ
マ
ホ
ウ
ツ
カ

イ
」
（
オ
ズ
の
魔
法
使
い
）

で
し
た
。
正
解
は

13通
で
し

た
。
正
解
者
の
な
か
か
ら
５

人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を
進

呈
い
た
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

中
村
崇
志
（
松

山
）

川
上
真
由
美
（
新
居
浜
）

越
智
紀
幸
（
今

治
）

筒
井
芙
美
香
（
新
居
浜
）

木
村
朱
里
（
今

治
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
７
月

27日
【
発

表
】
５
５
９
号
（
８
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①ソーイングボックスのこと

④将棋などでその日最後の一手を記入した物

⑦相手を責めて厳しく問いただす

⑧暑さを避けるのに適した土地

⑨○○○○⇔繰り出し

【タテのカギ】

①無駄遣いしない。倹約。お金が出ていか

ないように、○○○○○○を締める

②コンパスが真下をさすように針が振動する

場所⇔南磁極

③○○エ、○○ーボール、○○いしょ

⑤フグのちりなべ

⑥犯罪行為を行う不良集団。半分グレーなど

から

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
７
文
字
で
、

あ
の
人
以
外
見
え
な
い
！
に
し
て
下
さ
い
。

お
た

よ
り

あ
り
が

と
う


